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研 究
専⾨ イギリス演劇（特に初期近代演劇）

パフォーマンス研究、フェミニズム、
ジェンダー・セクシュアリティ研究

所属学会 ⽇本英⽂学会、
⽇本シェイクスピア協会、
17世紀英⽂学会、マローン学会

主研究テーマ イギリス初期近代演劇における⼥同⼠の
関係の表象

キーワード ウィリアム・シェイクスピア、
初期近代イギリス演劇、ジェンダー・
セクシュアリティ、クイアスタディズ
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教 育
担当授業 英語１Ａ(1年)、

英語特講Ⅱ(3年）、
英語総合Ⅱ（専攻科2年）
デザイン基礎（2年）

取り組み 機会があれば、授業でシェイクスピア
の原⽂を読んだり、映画を観たりする
試みをしています。昨年は専攻科2年⽣
で『ハムレット』を原⽂で読みました。
半期しかないのですが、”To be, or not 
to be, that is the question” で始まる
有名な独⽩の出だし10⾏は、全員英語で
暗誦できました。役を振って劇の⽴稽古
のような読み合わせ(Play Reading)もし
ました。『ジュリアス・シーザー』で
今年はやります。

クラブ担当 卓球部 部⻑

ロンドンのグローブ座。シェイクスピアが劇を
上演していた時代の劇場(グローブ座）を再現して、
今もシェイクスピア劇などを上演しています。

イギリス⽂学の中でも、ウィリアム・シェイクス
ピア(1564－1616）の演劇を中⼼に研究していま
す。エリザベス朝演劇とよばれる、史上まれにみ
る演劇の⻩⾦期、⼥王から庶⺠まで⼈々の⼼をつ
かんだ演劇というメディアに、私も⼼惹かれてい
ます。演劇とは、”Mirror up to Nature (⾃然を映
す鏡)” ハムレットの⾔葉です。

(右）ウィリアム・
シェイクスピア

（下）イギリスの
ロイヤル・シェイク
スピア劇場のカフェ
にて、シェイクスピ
アの顔のショートブ
レッドとＲＳＣの
ラテアート


